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社 会 科 学 習 指 導 案

１ 単元名 「国力の充実をめざす日本と国際社会」 (日本文教出版)

２ 考察
（１）教材観
①学習内容：学習指導要領上の位置づけ
・第６学年の内容（２）「歴史と人々の生活」
・(２)コ 大日本帝国憲法の発布、日清・日露戦争、条約改正、科学の発展などを手掛かりに､我
が国の国力が充実し国際地位が向上したことを理解すること。

②主に伸ばしたい資質・能力
・大日本帝国憲法の発布、日清・日露の戦争、条約改正、産業や科学の発展などに対する関心。
・日本の国力が充実し国際的地位が向上した要因について追求する力。
・明治政府に関わる人の業績や当時の国際関係などを写真や絵画などの資料から読み取る技能。
・大日本帝国憲法の発布、日清・日露戦争、条約改正、科学の発展が我が国の国力を充実し国際的
地位が向上したことへの理解。

・近代国家発展とともに発生した問題についても目を向け、広い視野で歴史を考えられる力。

③そのために必要な指導・学習内容
・導入時に学習する出来事に関わる写真や絵、映像を見せることでどんな様子かを予想させ、興味
を引きつける。

・当時の国際関係の様子や人々の生活の様子を調べさせることで、どのようにして国力を充実させ
たか、どのような人物が活躍したかを考えられるようにする。

・その時代の様子が分かるふうし画や写真などの複数の資料を用意し、繰り返し考えることでその
時代の様子を読み取ることに慣れさせる。

・時代背景を示す資料や統計・グラフ・世界地図等を活用し，友達との話し合いを通して多角的に
歴史的事象をとらえられるようにする。

・日清・日露戦争や条約改正に関わる主な出来事を年表や学習新聞にまとめられるようにする。
・本単元の登場人物を学習カードに書いたり、人物の豆テストをしたりすることで知識として定着
させる。

④教材の系統

３年 ４年 ５年 ６年
かかわってきた人々 きょう土のはって わたしたちの生活 国力の充実をめざ
のくらし んにつくす と工業生産 す日本と国際社会

（２） 児童の実態
児童は、これまでの学習において写真や絵、図を見て気付いたことを話し合ったり、歴史上の

出来事や人物について調べたり、時代の様子を歴史新聞にまとめたりするなど興味をもって学習
に取り組んできている。

①本単元に関わる児童生徒の実態
児童は、これまでの単元で調べ活動から話合い活動の流れで何度も授業を行ってきた。その中

で「縄文時代と弥生時代」「貴族と武士」「金閣と銀閣」を比べ、当時の時代の様子を理解した
り、疑問をもったりすることができた。そして、「長篠の戦い」や「黒船来航」、「明治維新」の
様子を教科書や資料集，提示された資料を活用し、必要な情報を読み取ることはできている。学
習の中で、資料から分かったことや自分の考えを素直に発言する児童の姿も見られるようになり、
そこから活発な話合い活動につながる場面も増えてきている。また、読み取った情報を枠で囲ん
だり矢印を使ったりして関係図にまとめようとする姿も見られる。しかし、読み取る情報量に個
人差があり、調べたことをノートにまとめることが難しい児童も一部見られる。また、ほとんど
の児童は、読み取った情報をもとにその後の出来事や時代の変化の様子を予想し、考えを広げて
いくことができなかった。一面的な認識にとどまり、人物の思いや願い、社会的事象の意味や背
景をとらえるまでには至っていない児童も数名いる。そこで、調べ活動から話合い活動の中で資
料から事実を読み取るだけでなく、その意味などを考えたり、友達の考えと関連付けて発言した
りできるようにさせたい。

④指導方針
「つかむ過程」では、ノルマントン号事件のふうし画を見せ、児童が気づいたことと既習事項
の確認から単元の課題の設定する。その後、単元の課題についての予想を立てさせ、児童同士で
交流させる。児童から出た予想ををもとに、これからの学習で追究していきたいことをまとめら
れるようにする。
「追究する過程」では、大日本帝国憲法の内容を調べ、どんな憲法だったかを話し合わせる。
日清・日露戦争のふうし画を見て気づいたことや考えたことをペア・グループ・学級全体で話し
合わせる。また、当時の近代化に伴う問題点にも着目し、当時の人の思いについて考えていける
ようにする。そのような中で、それぞれの出来事がどのように日本の近代化につながったのか自
分の考えをもてるようにする。さらに単位時間ごとにめあてとまとめの整合性を着目させること
で、単元の課題を意識させる。
「まとめる過程」では、今まで調べた日本の近代化につながる出来事を出させた後、『日本は、
なぜ不平等な条約を改正することができたか』ともう一度問うことで、条約改正に至るまでには
いくつかの経緯があったことがわかるようにする。さらに、そのできごとの関連性を図式化する
ことで、概念等に関する知識の習得に役立てる。最後に、単元の課題について自分の考えを、こ
れまでの学習シートの記述を振り返りながら記述させたり、歴史新聞にまとめたりすることで、
学習の深まりを実感させる。

３ 単元の目標
不平等条約改正を中心に、大日本帝国憲法の発布と国会開設、日清・日露戦争での勝利、韓国

併合、近代産業の発達などについて意欲的に調べ、近代化を進め、欧米諸国と対等な関係を構築
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したことや世界のなかの日本として近代化が進められたことを理解できるようにする。

４ 評価規準
社会的事象への 社会的な思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 社会的事象について
関心・意欲・態度 の知識・理解
①日清・日露の戦 ①我が国の国力が充実し、国 ①年表や写真，文章資 ①日清・日露戦争に
争、条約改正、産業 際的地位が向上していった様 料、地図、グラフなど おける勝利や条約改
や科学の発展、社会 子を人物の働きや産業の発 の資料を効果的に活用 正、科学の発展な
の様子の変化などに 展、外国との関係を通して考 して、日清・日露の戦 どを通して、我が国
関心をもち、進んで えたことを適切に表現してい 争、条約改正、科学の の国力が充実し、国
調べようとしてい る。 発展の要素を調べると 際的地位が向上して
る。 とも、調べたことをノ いったことが分か

ートや年表に工夫して る。
まとめている。

５ 学習計画

過 時 ○ねらい ・学習活動 ・指導上の留意点 評価の観点
程 関 思 技 知

つ １ ・不平等条約の改正や日本の近代 ・ノルマントン号事件のふうし画を 〇 〇
か 本 化の歩みのようすを調べる。 を見て気づいたことや気になった
む 時 ことを児童間で交流させる。

めあて ・不平等条約を結んだ時の様子や不
ノルマントン号事件のふうし 平等条約の改正に失敗したときの

画の情報をもとに、単元の計画 様子を復習する。
を立てよう。 ・不平等条約が改正できたことを簡

単に伝え、単元の課題の設定に
つなげていく。

【単元の課題】
なぜ不平等な条約を改正することができたのだろうか？

・単元の課題について予想を立てさ
せ、児童同士で交流させる。

・予想から出た意見をもとに追究す
る内容をまとめる。

・振り返りをする。 ・振り返りとして、習得した社会的
事象に関する知識や参考になった
友達の意見等を記述、発表させる。

追 ２ 「単元の課題」を追究する ・西南戦争の絵図を見て、気づいた 〇 〇
究 ・西南戦争と自由民権運動の様子 ことを出させ、めあての設定につ
す から日本の変化について調べる。 なげていく。
る ・西郷隆盛と板垣退助、自由民権運

めあて 動について調べることで、日本が
西南戦争の後、日本はどのよ 変化していく様子に気づかせる。

うに変わっていたのだろうか。 ・次時であつかう自由民権運動後の
社会の変化に関心が高まるように、
自由民権運動の考えについて話し

まとめ 合う。
西南戦争後、武力によるうっ ・調べた事実同士を関連づけて、西

たえから、言論によるうったえ 南戦争と自由民権運動後の日本の
に変わっていった。 社会の変化について考えることが

できるように、本時のめあてにつ
・振り返りをする。 いて自分の考えを記述する時間を

設定する。

３ ・大日本帝国憲法の発布と国会開 ・導入で調べる意欲を高めるために、 ○ ○
設について調べる。 「大日本帝国憲法の発布式」の絵図

から、気づいたことを発表させる。
めあて ・どんな憲法か予想しやすいように
大日本帝国憲法は、どのよう 前時の「自由民権運動の考え」を

な特徴があるのだろうか？ 提示し予想させる。
・多面的・多角的な見方ができるよ
うに、予想したことを児童間で交
流させる。

・憲法の特徴のポイントをつかめる
まとめ ように、学習カードに調べたこと
大日本帝国憲法は、天皇を中 を書かせる。

心の国づくりを目指した憲法で ・調べた事実同士を関連づけて、憲
あった。 法の特徴を考えることができるよ

うに、本時のめあてについて自分
・振り返りをする。 の考えを記述する時間を設定する。

４ ・日清・日露戦争について調べる ・当時の国際情勢が理解できるよう ○ ○
に、１枚のふうし画を見て、気づ

めあて いたことを発表させる。
日本は、なぜ日清・日露戦争 ・日清・日露戦争の経過や様子、結

をしたのか？ 果について調べさせる。
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また、戦争の結果、日本はど ・調べた結果から日本がなぜ朝鮮半
うのようになっていったのだろ 島に勢力を伸ばそうとしたかを考
うか？ えさせる。

・多面的・多角的な見方ができるよ
うに、考えたことを児童間で交流

まとめ させる。
日本は、朝鮮をめぐって、中 ・「君死にたまうことなかれ」を読

国やロシアと戦争したから。日 ませることで、戦争反対への声に
本は戦争に勝利し、欧米からも も気づかさせる。
強国として認められるようにな ・調べた事実同士を関連づけて、日
った。 清日露戦争の起こった理由を考え

ることができるように、本時のめ
・振り返りをする。 あてについて自分の考えを記述す

る時間を設定する。

５ ・日露戦争後の朝鮮や世界の様子 ・導入で調べる意欲が高まるように、 ○ ○
について調べる 日露戦争後の写真やグラフから気

づいたことを発表させる。
めあて ・日本が朝鮮に対してとった政策に
日露戦争後の日本と外国との ついて調べさせる。
関係は、どうなっていくのだ ・植民地支配を受けた朝鮮のようす
ろうか？ について調べさせる。

・日露戦争後の日本の勢力拡大のよ
うすが分かるように白地図にまと

まとめ めさせる。
日本は、韓国を併合して植民 ・調べた事実同士を関連づけて、日

地とした。その後、中国にも勢 露戦争後の日本と外国との関係を
力を伸ばそうとした。 考えることができるように、本時

のめあてについて自分の考えを記
・振り返りをする。 述する時間を設定する。

６ ・日本の産業の発達と国際社会で ・「製糸工場」の写真を見て、気づ ○ ○
活躍した人々について調べる。 いたことを発表させることで、産

業の発達について関心をもたせ、
めあて 調べる意欲を高めるようにする。
日清・日露戦争がおこったこ ・当時の働く人々のようすがわかる

ろどんな産業が発達したのだろ ように、「製紙工場で働く工女の
うか？ 一日」を調べさせ、気づいたこと

を発表させる。
・富岡製糸場と八幡製鉄所の写真を

まとめ 見せることで、この時代は生糸な
このころの日本は、生糸の輸 どの軽工業と造船など重工業が発

出量が世界一になるなど軽工業 達したことを理解できるようにす
が発達した。また、造船などの る。
重工業も発達した。 ・産業の発達によるよい面・悪い面

を考えさせることで、産業の発達
が公害の問題を引き起こしたこと

めあて をとらえられるようにする。
日清・日露戦争のころに世界 ・調べる意欲をもてるように、はじ

で活躍した日本人はどんな人が めにこのころに世界で活躍した日
いたのだろうか？ 本人の写真を見せるようにする。

・教科書や資料集でこのころに活躍
した日本人を調べ、ノートにまと

まとめ めさせる。
このころ、野口英世や志賀潔、

津田梅子のような世界で活躍す
る日本人があらわれた。

・振り返りをする。

７ ・明治・大正時代の社会運動につ ・明治・大正時代の人々にどのよう ○ ○
いて調べる。 な思いがあったかを理解できるよ

うに、「平塚らいてうと山田野次
めあて 郎のうったえ」を読ませる。
明治・大正時代の人々はどん ・このころの人々は思いを伝えるた

な思いをもって生活し、どんな めにたくさんの運動をしたことを
社会になっていったのだろう 理解できるように、「労働者や農
か？ 民」「女性」「差別」をキーワード

にそれぞれの運動を調べさせる。
・社会運動のようすや結果について

まとめ ノートにまとめさせる。
労働者や農民は組合をつくっ

たり、女性は自由と権利を求め
たりと社会運動が盛んになった。
また、差別されていた人々も全
国水平社をつくり、運動を始め
た。

・振り返りをする。
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ま ８ 〇「単元の課題」についてまとめ ・まず、思考を整理させるために、 〇 〇
と る。 日本が国際社会で力をつけていく
め ようすを図でまとめさせ、一目で
る ・まとめの文を読み直し、これま 分かるようにする。

での学習を振り返る。 ・一人一人が「政治」「軍事」「産業」
の三つのまとまりで考え、単元の

めあて 課題のに沿ったまとめを考えられ
学習してきたことを基に、明 るようにする。

治・大正時代の日本はどのよう ・単元を通した自分の考えの深まり
に国際社会のなかで力をつけた を実感させるために、まとめの文
かを図に整理し、日本の近代化 をこれまでのワークシートの記述
のようすをまとめましょう。 と比較させる。

まとめ
明治・大正時代、日本は近代

化を進め、大日本国憲法の制定
や国会の開設などの改革を行っ
た。また、日清・日露戦争に勝
利や産業の発達などで国際的な
地位を向上させることができた。

・振り返りをする。

６ 本時
（１）ねらい

ノルマントン号事件と条約改正をもとに疑問や調べたいことを考え、単元の課題を立て予想す
ることで、不平等条約の改正にともなう日本の近代化の様子を追究する意欲をもてるようにする。

（２）授業改善の視点
条約改正成功の理由を予想し、話し合わせたことは、この時代に日本が国力を高め、国際的地

位を向上させたことを追求していこうとする意欲を高めることに有効であろう。

（３）準備
・ワークシート・ホワイトボード・付箋紙・ふうし画の拡大図・プロジェクター・パソコン・
マグネットスクリーン

（４）展開

学習活動 時間 指導 指導上の留意点及び支援・評価
・予想される児童生徒の反応 形態 ◎努力を要する児童生徒への支援 ◇評価

１．ノルマントン号事件のふうし画 ５分 個人 ・個人で気づいたことを自由に書かせ、その後、
を見て、気づいたことををもとに ↓ ペアで書いたことを出し合う。
本時のめあてをつかむ。 ペア ・意欲的な追究活動につなげられるように、児

↓ 童からでた気づきをもとに本時のめあてを設
一斉 定する。

【本時のめあて】
・ノルマントン号事件のふうし画の情報をもとに、単元の課題を立てよう。

２．不平等条約を結んだ時の様子や 10分 個人 ・ペリー来校の絵や岩倉使節団の写真を見せ、
不平等条約の改正に失敗したと その当時の様子や日本の国際社会での地位に
きの様子を復習し、その後不平 ↓ ついて思い出させる。
等条約を改正したことを知る。 ・今後の日本の変化に興味がもてるように、な

日米修好通商条約 全体 ぜ不平等条約を結ばされたのか、なぜ不平等
・治外法権を認める 条約改正に失敗したのかを復習させる。
・関税自主権がない ・不平等条約改正までの簡単な流れを年表で調
・アメリカに弱いと思われていたか べさせ、約５０年もかかったことを確認する。
ら

岩倉使節団
・政治・経済のしくみ、産業や文化
が遅れていたから

３．不平等条約改正の成功について ５分 個人 ・各自で資料集を使って調べ、ワークシートに
調べ、単元の課題を立てる。 記入させる。

・陸奥宗光 ・その後の単元の課題の設定と予想につなげる
1894年 ため、ここでは、深入りせずに改正した事実
イギリスとの間に治外法権の廃止 だけを調べさせる。

・小村寿太郎
1911年
アメリカとの間で関税自主権の回
復

〈単元の課題〉
なぜ、不平等条約を改正することができたのか？
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４．不平等条約を改正できた理由の ５分 全体 ・ビネーの「なまいきな猿まね」「列強の仲間
一つである「文化の洋風化」につ 入り」を見せ、当時 外国人から日本はどう
いて知る。 思われたかを考えさせる。

・「鹿鳴館」という洋館を建て、外 ・「文明開化」と「鹿鳴館」の絵を見せること
国人を招いて舞踏会を開く で、日本の生活や文化が欧米の国々に近づい

ていったことが一つの理由であることに気づ
かせる。

５．「なぜ不平等条約を改正できた 15分 個人 ・単元の課題に対して、個人で予想し、その後
か」を予想し、話し合う。 ↓ グループで交流し、立てた予想をKJ法でグル

・国力がたかまったから グル ープ分けさせる。
・欧米の国々に認められたから ープ ・予想がかけない児童には、不平等条約の改正
・戦争に勝ったから ↓ の理由を確認させる。
・世界で活躍する人が出てきたから 一斉 ・政治についての予想が出ない場合は、日本が
・粘り強く交渉したから 等 政治の部分でも近代化していく様子に気づく

ように「江戸時代の五か条の御誓文」「第１
回国会のようす」を見せる。

・これから学習していきたいことを「国力」「外
国」「人物」「政治」などキーワードを出させ、
全体でまとめていく。

６．予想したことをもとに、これか ５分 個人 ・これから学習していきたいことを「国力」「外
ら学習していきたいことをまとめ ↓ 国」「人物」「政治」などキーワードを出させ、
る。 グル 全体でまとめていく。

・日本の国力は、どのように高まっ ープ
ていったのか。 ↓ ◇日清・日露の戦争、条約改正、産業や科学

・欧米にどのように認められたの の発展、社会の様子の変化などに関心をもち、
か。 一斉 進んで調べようとしている。

・どんな人がどのように活躍したの 【関心・意欲】
か。

７ 板書計画

陸奥宗光 1894年 小 村 寿 太 1911年
肖像画 治外法権の 郎 関税自主権の回復

廃止に成功 肖像画 に成功
ノルマン 不平等条約

トン号事 改正までの道

件のふうし画 のりの年表

予想
日米修好通商条約
・治外法権がない 児童の予想が書かれたホワイトボード
・関税自主権を認める
岩倉使節団
・不平等条約改正に失敗
・政治・経済のしくみ、産業や文化 これから学習していきたいこと
が遅れていたから 「国力」「外国」「人物」「政治」

単元の課題を立て、予想しよう

単元の課題

なぜ、不平等条約を改正できたのか？


